
                       

 

 

○消費者ニーズに即した魅力ある 

農産物づくり ＜マーケットイン発想＞ 

新品種の育成や次世代農業技術の

導入、ブランド産品の生産拡大など 
 

○戦略的な流通・販売 

ブランド力の強化、国内外の販路 

拡大、地産地消の推進など 
 

○６次産業化や農商工連携の推進 
 

○オリーブ産業の振興 

 

○本県の中核となる力強い担い手の

確保 
 

・多様なルートから新規就農者を 

確保 

・国内外の産地間競争に打ち勝つ 

力強い担い手を育成 

・地域を牽引する優れた経営体を 

育成 
 

○地域を支える集落営農組織の確保 

○農地集積と耕作放棄地対策の促進 ～農地中間管理事業の推進など～ 

○力強い農業を支える農地やため池等の水利施設の整備   ～担い手のニーズに即した整備～ 

○地域を支える集落営農の推進     ～農道整備やパイプライン化など基盤整備を通じて組織化促進～ 

○鳥獣害防止対策の推進     ～寄せつけない環境づくり、捕獲、侵入防止施設の整備をセットで推進～ 

○自然災害等の危機に対する備え ～ため池の耐震化、家畜伝染病や重要病害虫対策など～ 

集落営農の推進 

○集落リーダーの掘り起こしや 
集落での合意形成活動等を 
支援して、集落営農の育成とそ
その経営発展を促進 

担い手 農産物 

農業の持続的な発展と笑顔で暮らせる農村の実現 

農業の成長産業化（儲かる農業・儲ける経営） 笑顔で暮らせる農村づくり（農村と集落の再生・活性化） 

県民全体 ～ 県民の豊かな「食」と健やかな「暮らし」への貢献 ～ 

＜ため池や水路等の整備＞ 

多面的機能と地域コミュニティの維持 

○農業者や自治会など多様な主体による農道や 

水路等の保全管理活動等を通じて、集落機能を 

再構築 

○農村の活性化を担う多様な人材を育成 

資料１ 

強くしなやかな生産基盤 

〇 農業を持続的に発展させるためには、個々の経営体が農業で

利益を得る必要 

 

〇 笑顔で暮らせる農村を実現するためには、 

・多様な主体による生産基盤の保全管理活動等を
通じて多面的機能と地域コミュニティを維持 

・集落営農の推進、特徴ある地域資源を活かした
都市住民との交流・移住の促進、農村の６次産
業化の推進等により、農村と集落に元気を創る 

 経営センスに富む 
中核となる力強い 

担い手を確保 

・本県農業を担う人材を育成 

・消費者ニーズに即した魅力ある農産物 

・農地の集積や水利施設の整備を促進 

中核となる担い手だけで全
ての農地等の利活用や維
持・管理は困難 

 
集落営農組織の育成など
地域で生産基盤を支える
体制を整備 
 

〇 農業は本県における基幹産業の１つ 〇 県民に広く貢献する本県農業・農村は県民全体の共有財産 

＜水路等の保全管理＞ 

地域資源
を活かして
都市との
交流や移
住を促進 

地域資源
を活かし
た農村の
６次産業
化を促進 


